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ｑ
１ 

愛
隣
の
風 

愛隣園だより 

第 １７ 号 

発行責任者 

迎田 浩二 

 

律
法
の
専
門
家
が
、
イ
エ
ス
を
試
そ
う
と
し
て

尋
ね
た
。 

「
先
生
、
律
法
の
中
で
、
ど
の
掟
が
最

も
重
要
で
し
ょ
う
か
。」  

イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
。「『
心
を
尽
く
し
、
精
神
を

尽
く
し
、
思
い
を
尽
く
し
て
、
あ
な
た
の
神
で
あ

る
主
を
愛
し
な
さ
い
。』  

こ
れ
が
最
も
重
要
な
第
一
の
掟
で
あ
る
。  

第
二
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
重
要
で
あ
る
。 

『
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
。』 

 

律
法
全
体
と
預
言
者
は
、
こ
の
二
つ
の
掟
に

基
づ
い
て
い
る
。」  

（
マ
タ
イ
伝
二
十
二
章
三
十
五
～
四
十
節
） 

愛
隣
園 

基
本
理
念 

 

 

 

（株）ミ・ルアール首藤様 新沖漁業協同組合様 三和商事株式会社様 

 九州ろうきん様 有尾（娘）様 金城真奈美様 一般社団法人生命保険協会様 

 株式会社ファーストリテイリング様 一般社団法人日本女子プロゴルフ協会様 

九州アイスクリーム協会様 愛隣荘様 愛隣の家様 マルハン山鹿店様  

山崎製パン株式会社様 自習ノート事務局様 川平一精様 

～温かいご支援に感謝申し上げます～ 

「園庭のさるすべり」 

 

 

 

 

施
設
長 

迎
田
浩
二 

こ
ん
に
ち
は
。
家
庭
支
援
専
門
相
談
員
（
地
域
支
援
）
を
し
て
い
ま
す
。
土
田
（
ト
ダ
）

で
す
。
近
況
に
つ
い
て
報
告
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

主
に
子
育
て
短
期
支
援
事
業
の
利
用
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
）
の

受
入
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用
数
は
年
々
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
地

域
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
は
非
常
に
高
く
感
じ
ま
す
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
事
は
地

域
の
支
援
と
し
て
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
児
童
養
護
施
設
の
役
割
と
し

て
地
域
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
今
後
様
々
な
事
業
の
整
備
や
拡
充
が
さ
れ
て
い
く

こ
と
と
思
い
ま
す
。
愛
隣
園
と
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
地
域
支
援
が
行
え
る
よ
う
、
関
係
職

員
で
定
期
的
に
集
ま
り
地
域
支
援
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
所
で
す
。 

他
に
も
入
所
児
童
の
支
援
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
窓
口
も
担
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
の
ご
連
絡
を
頂
い
て
い

ま
す
。
現
在
は
ピ
ア
ノ
、
学
習
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
中
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
つ
い
て
も
実
施
に
向
け
調
整
中
で
す
。
ま
た
、
愛
隣
園
か
ら
近
隣
大
学
に
も
お
声
か

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
説
明
会
等
を
実
施
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も
行
い
ま
し
た
。
令

和
六
年
度
は
九
州
看
護
福
祉
大
学
の
学
生
三
名
が
子
ど
も
達
と
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
は
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
ご
家
庭
の
支
援
は
様
々
な 

関
係
機
関
の
支
援
の
も
と
成
り
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン 

の
よ
う
な
支
援
が
い
き
わ
た
る
よ
う
今
後
も
広
く
地
域
に 

愛
隣
園
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
支
援
に
携
わ
っ
て 

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
支
援
者
も
支
援
を
受
け
入
れ
る
人 

た
ち
も
、
み
ん
な
で
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
が
出
来
れ
ば
と 

思
い
ま
す
。 

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

専
門
職
コ
ラ
ム 

～
地
域
支
援
編
～ 

愛
隣
園
が
小
規
模
化
、
地
域
分
散
化
に
取
組
み
早
や
二
十
年
を
迎
え
て
来

ま
し
た
。
職
員
数
も
取
組
み
当
初
の
四
倍
程
に
な
り
、
各
々
を
繋
ぐ
チ
ー
ム

連
携
、
相
互
支
援
体
制
の
強
化
等
検
討
課
題
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な

背
景
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
、
法
人
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
己
の
如
く
汝
の
隣
を

愛
す
べ
し
」
を
愛
隣
園
の
職
員
の
皆
さ
ん
に
殊
に
周
知
徹
底
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

先
頃
、
法
人
創
設
か
ら
の
歴
史
を
辿
る
機
会
が
あ
り
、
数
冊
の
記
念
誌
を

紐
解
き
ま
し
た
が
、
法
人
創
設
期
の
先
輩
理
事
の
寄
稿
文
に
、
（
先
行
き
の
不

透
明
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
私
ど
も
は
今

ま
で
以
上
に
足
元
を
照
ら
す
電
源
は
初
代
理
事
長
が
掲
げ
た
理
念
「
隣
人
を

愛
す
る
」
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
今
、
四
つ
の
施
設
は
愛
隣
グ
ル
ー
プ
と

し
て
聖
書
に
あ
る
大
き
な
理
念
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
理
事
長
を
は

じ
め
グ
ル
ー
プ
と
共
に
歩
み
、
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
入
所

者
へ
の
奉
仕
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
に
は
「
こ
れ
で
良
い
」
と
い
う
目

安
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
あ
る
と
す
る
な
ら
「
職
員
の
皆
さ
ん
の
良
心
」
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て 

社
会
福
祉
法
人
愛
隣
園
の
隆
昌
と
奉
仕
の 

第
一
戦
に
あ
る
皆
さ
ん
の
ご
多
幸
を
、 

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。
）
で
あ
り
ま
し
た
。 

今
般
、
国
の
制
度
等
の
動
き
が
急
速
に
行
わ
れ
る 

中
に
、
今
一
度
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
愛
隣
園
創
設
の 

原
点
、
心
の
原
点
を
振
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

九
州
看
護
福
祉
大
学
合
同
就
職
説
明
会 

  
 

九
月
十
七
日
、
玉
名
つ
か
さ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
、

九
州
看
護
福
祉
大
学
の
学
生
の
方
々
に
向
け
た
就
職

説
明
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
施
設
や
病

院
の
方
々
が
華
や
か
に
ブ
ー
ス
を
飾
ら
れ
て
い
る
中
、

愛
隣
園
の
ブ
ー
ス
に
は
飾
り
な
く
・
・
・
次
回
の
教
訓
に

し
よ
う
と
意
気
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
し
た
。
肝
心
の
内
容

に
関
し
て
は
十
六
名
も
の
学
生
の
方
々
が
ブ
ー
ス
に
話

を
聞
き
に
来
て
下
さ
り
、
児
童
養
護
施
設
に
つ
い
て
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
し
た
。 

就
職
活
動
を
す
る
う
え
で
、
学
生
視
点
か
ら
気
に

な
る
と
こ
ろ
や
、
聞
き
づ
ら
い
点
を
尋
ね
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
給
与
や
月
の
お
休
み
、
お
仕
事

の
内
容
等
々
多
く
の
疑
問
、
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
求
職
者
を
募
集
す
る
側
と
し
て
も
、
可
能

な
限
り
齟
齬
が
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と

を
第
一
に
心
が
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

貴
重
な
機
会
を 

い
た
だ
い
た
九
州
看
護 

福
祉
大
学
の
皆
様
、 

ご
参
加
い
た
だ
い
た 

学
生
の
皆
様
、 

本
当
に
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

己
の
如
く
汝
の
隣
を
愛
す
べ
し 

 
 

基
本
理
念
を
改
め
て
思
う 

 

九
州
看
護
福
祉
大
学 

合
同
就
職
説
明
会 

 

去
る
九
月
二
十
三
日
、 

各
団
体
の
皆
様
を
中
心
に

山
鹿
市
内
で
受
章
の
お
祝

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

デイキャンプでの一コマ 
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愛隣荘大運動会 

 

 

 

お仕事体験 

 

 

 

お芋の苗植え 

 

 

よしまつ祭ダンス 

 

 

山鹿灯籠まつりダンス 

 

 

 

浴衣でお祭りへ 

 

 

ハ‐バリウム作成体験 

 

 

コリントゲーム作成体験 

 

 

どろんこ祭り 

 

 

夏休み海水浴 

 

 

若藤会馬追い 

 

 

岩野川デイキャンプ 

 

 

園の女児が巫女舞を踊る様子 

 

 

さんさんと夏の日差しが降り注ぐ 8月のある日、子ども 19 名、職員

23名、総勢 42名で御立岬海水浴場へ行きました。 

ライフジャケットを身に着けしっかりと準備体操をした後、いざ海へ。 

職員と一緒に少し遠いところまで泳いでみる子、貝殻をたくさん見つけ

てくる子、みんなで蛇のように列を長くして楽しんでいる子、それぞれの

場所でとびきりの笑顔が見られました。 

午後からはスイカ割りがあり、子どもは目隠し、職員は目隠し＋ぐるぐる

バット（10 周）で参戦！ さすがは子ども達！まっすぐ的確に前進し、「こ

っちこっち」「もう少し右！」「そっちじゃないよ～」などと、周りの応援の

おかげもあり、見事にスイカを割ることが出来ました。 

スイカを美味しくいただいて、最後は記念にパシャリ！ 

私自身も夏の思い出の1つとなりました。  1 年目CW 川平夏希 

 

 第 12代 景行天皇の時代（西暦71年～１３０年）に創建された彦岳宮で、 

令和 6 年 9 月 8 日（日）に津留井出祭りが開催され、愛隣園の女子児童が 5

名、巫女舞いと日頃習っているダンス発表を行いました。この津留井出祭りは、

地元津留地区で毎年 9 月 9 日から 11 日にかけて行われる伝統的なお祭り

で、220 年前に完成した井手（灌漑用水路）を祝うために始まりました。完成ま

でに幾人かが人柱となり、尊い命も捧げられているそうです。 

井手の完成により、津留地区の農業が大きく発展し、豊作が続いたことから、

地域の人々が感謝の意を込めてこの祭りを行うようになりました。祭りでは、巫

女舞や伝統的な踊りが披露されます。当日も保育園児のダンス、山鹿中学校の

太鼓部の披露など大変賑わっていました。子ども達も日頃お世話になっている

地域の方々との交流が出来、大変有意義な一日となりました。また、今もこの灌

漑用水のお陰で、愛隣園の手植田の水稲も大きく育ち実っています。 

 園の周りに彼岸花が咲き始めた頃、今年も社会福祉法人愛隣園ふれあい

祭りが開催されました。愛隣園の出し物は、子ども達の手話ダンス「ありがとう

の花」と、レッスンに通う女の子達のガールズヒップホップが披露されました。

また、新入職員の出し物は、「エビカニクス」のダンスにトライ。今年の新入職

員はふたりでしたので、メンバー募集からのスタートになりました。最初から最

後まで様々な先生方のフォローアップを受け、どうにか本番！子ども達も一緒

に踊ってくれてとても嬉しかったです。祭りの最後は花火も上がって、これで、

連続猛暑日が続いた今年の夏がようやく終わるんだなと思いました。次は、

秋・冬の思い出づくりです！   １年目 体固め甲殻隊 エビ担当 吉住裕美子 

 


